
 

 

 

  
 

 

 

 

日頃から本校の教育に御理解と御協力をいただき、ありがとうございます。 

今回は夏季施設見学会と進路講演会の報告をします。 

 

○  夏期施設見学に行ってきました 

８月２１日（水）～２６日（月）に、児童・生徒、保護者、教員で、 

高等部卒業後に利用する進路先施設の見学をしました。 

今回も施設の感染症対応のため、人数調整をさせていただきましたが、小中高から総勢５０

名の皆様に御参加いただきました。 

なかでも、利用者の皆さんの様子を見て、卒業後の生活の一端を考える機会になったようで

す。施設と学校の違い、多様な方々がそれぞれの過ごし方をする施設の様子や理念等に触れ、

学校卒業までの学びやお子様の成長について思いをはせる時間となりました。 

今回、いただいたアンケートを一部紹介します。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 「実際に自分の目で見ることで進路がより具体的になった」という感想を多くいただきました。 

「百聞は一見に如かず」ですね。児童・生徒自身が将来の進路を「自分のこと」と捉えることは

とても大切です。機会を捉えて、少しずつ社会人となる準備を進めていきましょう。 

見学したい施設があれば、施設へ直接相談いただくことは可能です。施設の様子は、年を追う

と変わっていきます。一度行ったことのある施設でも、再度見学し、最新の情報にアップデート

しておくことが大切です。 
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室内が広く利用者も介護者も動きや

すい環境で、食事や入浴など細やか

な支援が提供されていて安心感があ

りました。 

～ 保護者の皆様から ～ 

（ショートステイを見学して）必要
な時にナースコールを押すことの代
わりに、人を呼べる手段を身に付け
られるように先生と相談していきた
い。 
   

～ 今回見学をさせていただいた生活介護施設の HP です～ 

 ～ 



 進路講演会を実施しました 

 

１０月５日（水）に、令和５年度卒業生保護者の足立貴子様、山本絵美様の２名を講師に迎え、

「自立と社会参加について～保護者の視点から 特別支援学校在学中に身につけておきたいこ

と～」というテーマで御講演いただきました。 

講演会では、『在学中に〇〇を身につけたから⇒今こういう姿がある』『本校在学中に身につけ

ておけば良かったこと』の 2点について、具体的な例を挙げながらお話していただきました。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

進路講演会の最後に足立様、山本様をそれぞれ中心にし

た座談会を開きました。たくさんの保護者の方からそれぞ

れ御質問が出され、大変に有意義な時間になりました。   

一方で議題の取りまとめ等を行う進行役がいるとよいと

の反省もいただきました。また今回 Teams での配信は、

事前にお申し込みをいただいた御家庭と訪問学級の御家庭

を対象に行いましたが、来年度は全校の御家庭に配信がで

きるよう改善をしていきたいと思います。 

 来年度も卒業生保護者をお招きして講演会を開催する予

定です。多くの皆様の御参加をお待ちしています。 

 

足立様 

『在学中、長期の休暇も含め生活リズムを

崩さずに過ごした』⇒『学校生活とは異なる

生活リズムでもむしろ余裕をもって対応でき

る』というお話や『おもちゃや教材等の好み

がはっきりしているため、意思表示や伝達が

しやすかった』⇒『限られた選択肢からでも

自分の意志で選ぶことができる』というお話

がありました。 

在学中に身につけておけば良かったこと

は、『ICT機器にもっと慣れ親しむ、もっと使

う機会があればよかった』ことです。 

また 18歳を境にして使えなくなるサービ

スもあるので、早い時期から 18歳以降でも

使えるサービスに早めの切り替えも考えると

よいとのアドバイスもいただきました。 

山本様 

『在学中から日常生活、校外学習、宿泊体

験などに参加したから』⇒『場所や友達、支

援者が変わっても友達となら落ち着いて過ご

し、活動ができる』というお話や『文字や言

葉を身に付けたから選択場面で自分の考えを

表現できる』ようになったというお話を伺い

ました。特に文字等の学習は、小学部高学年

時の担任からの熱心な勧めがあったからこそ

身についた力だということでした。『在学中

から部活でボッチャやハンドサッカーに取り

組んだ』⇒『卒業後も』通所施設以外の場で

も活動の場が広がった』とのお話もありまし

た。現在でも友達と一緒に公共の体育館など

を借りてボッチャ等に取り組んでいるとのこ

と。卒業後の社会生活に見事につなげた例を

教えていただきました。 

 

参加者からの感想 

 

まだまだ先のこと…と思っ

ていますが、早め早めの情報

収集が大切だと思いました。 
 

グループディスカッショ

ンは距離が近く、話しや

すかったです。 

お二人の生活の様子を細か

く伺えたので、今後生活介

護でどのように過ごすよう

になるのか、参考になり、

想像することができた。 



 

 

 

 

 


